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本
稿
は
昭
和
十
一
年
十
一
月
十
五
日
霧
の
旅
会
で
催
し
た
集
会
の
席
上
に
於
て
述
べ
た
も
の
で
、
謂

わ
ば
私
の

物
ず
き
な
地

名

穿

鑿

の
際
に
ふ
と
思
い
付
い
た
考




に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
山
名
や
地
名
な
ど
を
考
証
す
る

場
合
、
時
と
し
て
は
こ
う
し
た
方
面
も
考
慮
に
入
れ
て
然



る
可

き
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
う
の
で
、
本
誌
に
掲

載
し
て
読
者
の
一
粲






を
博
す
る
こ
と
に
し
た
、
何
か
の
御
参
考
と
も
な
れ
ば
幸




で

あ
る
。

『
甲
斐
国
志
』
の
提
要
の
部
を
見
る
と
、
郡
名
の
条
に

都
留
郡
和
名
抄
云
豆
留
。
残
簡
風
土
記
云
或
連
葛
。
云
々
。
連
葛
ト
ハ
富
士
ノ
山
足
北
ヘ
長
ク
延
テ
綿
連
如
蔓



葛

然
リ
、
方
言
ニ
山
の
尾
づ
る
尾
さ
き
ト
云
、
後
人
代
ル
ニ
以
鶴
字
為
嘉
名
本
郡
ニ
有
桂
川
。
方
言
桂
葛
ノ
訓

相
混
ジ
遂
ニ
転
文
字
他
ニ
モ
此
例
多
シ
。
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と
あ
る
。
こ
の
「
残
簡
風
土
記
」
と
い
う
の
は
、
和
銅
六
年
の
制
に
よ
り
て
編
纂
さ
れ
た
「
古
風
土
記
」
の
残

簡
で
は
な
く
、
「
日
本
総
国
風
土
記
」
な
る
も
の
の
残
簡
で
あ
る
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
全
く
後
人
の
仮
託

に
成
り
、
多
く
信
を
措
き
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
識
者
の
既
に
論
証
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
『
甲

斐
国
志
』
の
編
者
は
、
こ
の
蔓
葛
を
長
く
北
へ
延
び
た
富
士
の
山
脚
を
指
し
て
云
う
た
も
の
と
解
釈
し
て
、
こ

れ
を
都

留

な
る
郡
名
の
起
り
で
あ
る
と
し
、
後
に
な
っ
て
嘉
名
の
鶴
の
字
が
代
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
恰





も
桂
川

の
桂
の
字
が
蔓
に
縁
の
あ
る
葛
で
あ
っ
た
の
に
、
同
訓
相
混
じ
て
こ
れ
も
嘉
名
の
桂
の
字
が
転
用
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
と
同
様
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
然



し
甲
斐
の
国
に
残
さ
れ
た
る
「
古
風
土
記
」
の
唯
一
の
逸
文
（
後
に
出
す
）
に
拠

れ
ば
、
明




に

鶴
郡
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
後
人
が
嘉
名
の
鶴
の
字
に
代
え
た
の
で
は
な
く
、
和
銅
以
前
か
ら
既
に
鶴
の
字
が

用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
が
「
風
土
記
」
を
編
纂
す
る
際
に

畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
着
好
字
。

又
は
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凡
諸
国
部
内
（
式
の
民
部
を
い
う
）
郡
里
等
名
並
用
二
字
、
必
取
嘉
名
。

と
あ
る
令
に
従
っ
て
二
字
を
用
い
る
必
要
上
、
都
留
を
好
字
と
し
て
之



を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
さ
す
れ
ば
「
古
風
土
記
」
の
編
纂
者
は
、
当
然
都
留
の
二
字
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
の
に
、

依
然
と
し
て
鶴
郡
と
あ
る
の
は
、
恐
ら
く
朝
命
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
「
風
土
記
」
は
性
質
上
後
世

の
書
上
げ
に
似
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
従
来
の
慣
習
の
ま
ま
に
鶴
の
字
を
使
用
し
た
も
の
ら
し
い
。
そ
れ
で
詠

歌
の
場
合
な
ど
に
は
、
後
世
迄
常
に
鶴
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
、
嘉
名
の
鶴
の
字
が
蔓
葛
に
代
用
さ
れ

た
も
の
の
よ
う
に
『
甲
斐
国
志
』
の
編
者
は
信
じ
た
も
の
と
想
わ
れ
る
。
其
等





の
歌
は
『
夫
木
集
』
や
『
甲
斐

国
志
』
に
載
っ
て
い
る
。
其



中
の
一
首
で
『
夫
木
集
』
に
あ
る
権
大
納
言
長
家
の

　
　
　
中
宮
御
歌
合
翫
菊
と
い
ふ
こ
と
を

雲
の
上
に
き
く
ほ
り
植
て
か
ひ
の
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
の
こ
ほ
り
を
移
し
て
そ
み
る
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と
い
う
歌
に
は

此
歌
註
云
、
風
土
記
に
甲
斐
国
鶴
郡
有
菊
花
山
、
流
水
洗
菊
、
飲
其
水
人
寿
如
鶴
云
々
。

と
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
し
く
鶴
郡
の
由
来
を
説
明
し
た
ら
し
い
「
古
風
土
記
」
の
逸
文
で
あ
る
か
ら
、
鶴

の
字
が
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
其
他
の

　
　
　
か
ひ
の
く
に
に
ま
か
り
申
に
忠
岑

君
か
た
め
い
の
ち
か
ひ
に
そ
我
は
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
て
ふ
こ
ほ
り
千
代
を
う
る
な
り

　
　
　
題
不
知
八
条
院
六
条

よ
ろ
つ
代
を
君
に
ゆ
つ
ら
む
た
め
に
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
の
こ
ほ
り
の
早
苗
と
る
ら
め

　
　
　
甲
斐
へ
ま
か
り
け
る
人
に
遣
は
し
け
る
伊
勢
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君
か
代
は
つ
る
の
こ
ほ
り
に
あ
え
て
き
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
た
め
な
き
世
の
う
た
か
ひ
も
な
く

の
如
き
、
皆
こ
れ
に
依
拠
し
て
鶴
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
甲
斐
国
志
』
は
ま
た

里
人
云
、
古
ヘ
ヨ
リ
本
郡
ニ
白
鶴
二
羽
ア
リ
、
富
士
ノ
麓
吉
田
、
明
見
、
忍
草
等
、
水
辺
ノ
地
ヲ
求
メ
常
ニ
遊

ベ
リ
、
本
ハ
三
羽
ナ
リ
、
元
禄
十
一
戊
寅
三
月
一
鶴
死
ス
、
里
人
公
庁
ニ
訴
ヘ
、
令
シ
テ
下
吉
田
ノ
北
原
ニ
埋

メ
、
塚
ヲ
築
キ
号
鶴
塚
ト
、
今
尚
存
セ
リ
、
蓋
郡
名
ノ
起
ル
所
ナ
リ
ト
云
。

と
い
え
る
俗
伝
を
古
蹟
の
都
留
郡
の
部
に
掲
げ
て
い
る
が
、
尚

お
「
残
簡
風
土
記
」
の
細
註
に
郡
留
或
は
連
葛

と
あ
る
に
拘
泥
し
て
、
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連
葛
ハ
藤
蔓
ノ
如
シ
、
富
士
山
ノ
尾
サ
キ
長
ク
連
リ
タ
ル
ヲ
云
、
皆
つ
る
ト
訓
ス
ヘ
シ
。
宗
祗
ノ
旅
日
記
ニ
、

日
坂
ニ
テ
富
士
ヲ
望
メ
ハ
、
南
ハ
険
シ
ク
北
ヘ
長
ク
足
ヲ
引
テ
伏
屋
ノ
形
ニ
似
タ
リ
、
足
柄
嶺
ニ
テ
見
ル
モ
同

之
キ
ヨ
シ
記
セ
リ
、
山
ハ
伏
覆
ノ
義
ナ
レ
バ
、
不
尽
不
時
等
ノ
仮
名
ヲ
用
フ
ル
モ
皆
伏
ス
意
ニ
テ
、
其
訓
藤
蔓

ニ
通
ヒ
、
ふ
し
ト
モ
つ
る
ト
モ
云
ヘ
リ
、
云
々
。

と
繰
り
返
し
て
蔓
葛
説
を
支
持
し
て
い
る
。
蜀
山
人









の
『
一
話
一
言
』
に
あ
る
「
鶴
郡
鶴
羽
記
」
と
題
す
る

文
は

鶴
郡
属
峡
中
　
乃
在
富
岳
之
北
、
当
初
人
王
第
七
世
、
孝
霊
帝
七
十
二
年
、
秦
始
皇
遣
徐
福
、
発
童
男
女
数
十

人
、
入
海
求
仙
、
其
処
謂
蓬
莱
者
蓋
吾
富
士
岳
是
也
。
徐
福
既
至
、
而
知
秦
之
将
乱
也
　
留
而
不
帰
、
遂
死
于

此
矣
。
後
有
三
鶴
　
蓋
福
等
魂
之
所
化
云
、
其
鶴
常
在
於
郡
、
故
名
焉
。

と
し
、
三
羽
の
鶴
の
う
ち
一
羽
は
、
元
禄
十
一
年
三
月
二
十
九
日
に
死
ん
だ
の
で
、
吏
員
の
検
視
を
経
て
肉
と

翼
と
は
東
都
に
献
じ
、
骨
は
下
吉
田
村
の
福
源
寺
に
葬
っ
た
と
い
い
、
『
甲
斐
国
志
』
の
所
伝
と
稍



異
っ
て
い
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る
。
残
る
二
羽
に
就
て
は
『
国
志
』
に
何
の
記
載
も
な
い
。
「
鶴
羽
記
」
に
は
、
寛
政
六
年
三
月
に
二
羽
と
も

吉
田
村
に
下
り
て
、
嘴




で

羽
を
抜
き
、
翩
々






と
し
て
白
蓮
の
墜
落
す
る
に
似
て
い
る
の
を
見
て
、
犬
が
吠
え
人

が
集
っ
た
の
で
、
翼
を
聯



ね
て
天
に
沖
し
去
り
、
遂
に
其
所
在
を
失
っ
た
、
そ
し
て
翌
年
正
月
に
等
々
力




村

の

万
福
寺
の
住
僧
が
そ
の
羽
の
一
を
得
て
之
を
珍
と
し
、
竜
鱗
菴
義
端
に
依
頼
し
て
之
が
記
を
作
ら
し
め
た
と
述

べ
て
あ
る
。
特
筆
に
値
す
る
記
事
で
は
な
い
が
次
手





だ
か
ら
紹
介
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
唯



生

類

憐

愍

の
や
か
ま

し
い
元
禄
時
代
に
、
死
鶴
の
骨
を
埋
葬
し
た
こ
と
は
首
肯
さ
れ
る
。

　
菊
花
山
に
つ
い
て
は
『
甲
斐
国
志
』
は

一
、
菊
花
山
　
大
月
駒
橋
両
村
ノ
南
ニ
ア
リ
、
或
ハ
駒
橋
村
光
照
寺
後
ノ
山
腹
ヨ
リ
麗
水
湧
出
、
末
ハ
寺
ノ
境

内
ニ
注
ギ
、
朝
夕
是
ヲ
汲
、
其
山
ヲ
菊
花
山
ト
云
ト
ゾ
。
或
云
、
大
月
ノ
分
界
ニ
山
上
ニ
登
ル
コ
ト
六
町
許
ニ

シ
テ
、
危
岩
峨
々
ト
シ
テ
峙
立
セ
ル
所
ア
リ
、
之
ヲ
砕
ケ
バ
菊
紋
ア
リ
、
此
処
菊
花
山
ナ
リ
ト
モ
云
、
何
レ
ガ

正
説
ナ
ル
ヤ
分
明
ナ
ラ
ズ
、
大
月
、
駒
橋
元
一
村
ナ
レ
バ
、
山
モ
連
峰
ニ
テ
分
界
ナ
シ
、
然
レ
バ
都
テ
此
南
山

ヲ
菊
花
山
ト
云
シ
ナ
ル
ベ
シ
。

と
曰

い
、
前
掲
の
長
家
の
歌
と
其
註
と
を
載
せ
て
、
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今
残
簡
風
土
記
ニ
無
此
文
、
残
篇
ノ
脱
落
ナ
ル
ベ
シ
、
光
照
寺
ノ
後
山
麗
水
湧
出
ノ
地
能
ク
相
適
ヘ
リ
、
唯
無

菊
花
耳
。

と
説
き
、
光
照
寺
の
後
山
を
之
に
擬
し
て
い
る
、
真
偽
も
と
よ
り
知
る
に
由
も
な
い
が
、
古
伝
の
失
わ
れ
た
後

世
に
於
て
、
強
い
て
其
所
在
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
附
会
に
陥
る
弊
を
免
が
れ
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
『
延

喜
式
』
を
見
る
と
、
典
薬
寮
の
諸
国
進
年
料
雑
薬
の
条
に
、
甲
斐
国
十
二
種
黄
菊
花
十
両
と
載
せ
て
あ
る
。
尤

も
下
野
、
若
狭
、
近
江
、
阿
波
、
讃
岐
の
諸
国
か
ら
も
黄
菊
花
を
貢
進
し
て
い
る
が
、
と
も
あ
れ
甲
斐
と
菊
花

と
は
縁
が
あ
る
。
こ
の
黄
菊
花
な
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
訓
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
同
書
附
録
の
「
和
名

考
異
」
に
拠
れ
ば

黄
菊
花
　
諸
本
不
注
和
名
。
案
輔
仁
和
名
、
加
波
良
於
波
伎
医
心
方
同
。
順
抄
、
加
波
良
与
毛
木
。
医
心
方
、

又
伎
久
。
字
鏡
、
辛



与
毛
支
。
康
頼
和
名
和
名
无
。
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と
あ
り
、
即
ち
『
本
草
和
名
』
及
び
『
医
心
方
』
に
従
え
ば
カ
ハ
ラ
オ
ハ
ギ
、
『
和
名
抄
』
は
カ
ハ
ラ
ヨ
モ
ギ
、

『
新
撰
字
鏡
』
は
カ
ラ
ヨ
モ
ギ
で
あ
る
。
狩
谷
※
斎
は
『
箋
注
和
名
抄
』
に
オ
ハ
ギ
は
ヨ
メ
ナ
で
あ
る
と
注
し

て
い
る
が
、
是
等





は
原
書
を
見
れ
ば
孰



れ
も
菊
の
和
名
で
あ
っ
て
、
特
に
黄
菊
花
に
就
て
い
え
る
も
の
で
は
な

い
か
ら
、
野
生
の
菊
花
植
物
で
あ
る
こ
と
は
確





で
も
、
実
物
は
何
で
あ
る
か
を
知
り
難
い
の
で
、
専
門
家
の
研

究
に
待
つ
こ
と
に
す
る
。
勿
論
菊
花
山
の
伝
説
に
は
、
南
陽
※
県
の
菊
水
の
故
事
が
多
分
に
取
り
入
れ
て
あ
る

こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
余
談
は
さ
て
措
き
、
都
留
郡
は
果
し
て
蔓
葛
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
鶴
か
ら
で
あ
る
か
、
そ
れ
は

読
者
の
判
断
に
任
せ
る
と
し
て
、
私
の
考
え
る
所
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
韓
語
の
野
を
意
味
す
る
ツ
ル
か

ら
来
た
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
順
序
と
し
て
都
留
郡
の
百
済
人
に
就
て
一
言
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
暫
く
煩
を
忍
び
て
以
下
記
す
る
所
を
読
ん
で
頂
き
た
い
。

『
日
本
書
紀
』
を
見
る
と
、
天
智
天
皇
の
五
年
冬
に
百
済
の
男
女
二
千
余
人
を
東
国
に
居
ら
し
む
と
あ
る
、
唯



東
国
と
あ
る
の
み
で
国
名
は
挙
げ
て
な
い
か
ら
、
甲
斐
が
其
中
に
含
ま
れ
て
い
た
か
否
か
は
明
か
で
な
い
。
そ

の
明
か
に
甲
斐
国
と
あ
る
も
の
は
、
「
持
統
天
皇
紀
」
に

二
年
五
月
戊
午
ノ
朔
乙
丑
、
百
済
ノ
敬
須
徳
那
利
ヲ
以
テ
甲
斐
ノ
国
ニ
移
ス
。
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と
あ
る
も
の
が
最
初
で
、
次
は
『
続
日
本
紀
』
の
桓
武
天
皇
の
延
暦
十
八
年
十
二
月
五
日
に

甲
斐
国
人
止
弥
若
※
、
久
信
耳
鷹
長
等
壱
百
九
十
人
言
フ
、
己
等
ノ
先
祖
ハ
元
ト
是
百
済
人
也
、
云
々
。

と
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
是
等
に
拠
り
て
百
済
人
が
甲
斐
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
に
は
充
分
で
あ
ろ
う
。

　
然
ら
ば
甲
斐
の
何
処
に
居
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
高
麗
人
が
居
た
為
に
地
名
と
な
っ
た
巨

摩

郡
は

あ
る
が
、
百
済
人
が
居
た
為
に
地
名
と
な
っ
た
百
済
郡
と
い
う
の
が
な
い
。
『
甲
斐
国
志
』
は
巨
摩
は
駒
に
通

じ
、
古
く
牧
が
あ
り
良
駒
を
産
し
た
為
の
名
と
し
て
あ
る
が
、
高
麗
人
が
甲
斐
に
居
た
こ
と
は
国
史
に
明
文
が

あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
河
内
国
に
百
済
郷
や
巨
摩
郷
が
あ
る
の
と
同
様
に
、
高
麗
人
に
基
づ
く
称
呼
で
あ
る
と
見

る
方
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
百
済
人
の
居
住
地
で
あ
る
こ
と
を
示
す
百
済
郡
の
例
は
、
和
泉
国
に
は
あ
る
が
甲
斐
に
は
そ
れ
が
な
い
の
で
、

別
に
他
の
方
面
か
ら
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
こ
ろ
が
幸




に

淳
仁
天
皇
の
天
平
宝
字
五
年
三
月
十
五
日
に
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百
済
人
伊
志
麻
呂
、
姓
ヲ
福
地
造
ト
賜
フ
、

と
い
う
記
事
が
あ
る
、
こ
れ
は
四
年
前
の
孝
謙
天
皇
の
天
平
勝
宝
九
年
（
即
ち
宝
字
元
年
）
四
月
四
日
に
、

其
高
麗
、
百
済
、
新
羅
人
等
、
久
シ
ク
聖
化
ヲ
慕
ヒ
、
我
俗
ニ
来
リ
附
ス
、
志
姓
ヲ
給
ハ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
願
ハ
バ
、

悉
ク
之
ヲ
聴
許
セ
ヨ
、
其
戸
籍
ノ
記
、
姓
及
ビ
族
字
无
キ
ハ
、
理
ニ
於
テ
穏
ナ
ラ
ズ
、
宜
シ
ク
改
正
ヲ
為
セ
。

と
の
勅
が
あ
っ
た
の
で
、
上
申
し
て
姓
を
賜
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
代
に
於
け
る
三
韓
其
他
の
帰
化
人
は
、
一

般
に
文
化
が
進
ん
で
い
た
か
ら
、
我
国
が
彼
地
と
関
係
の
深
か
っ
た
頃
は
大
い
に
尊
敬
さ
れ
、
そ
の
或
者
は
朝

廷
に
も
重
用
さ
れ
て
い
た
が
、
天
智
天
皇
の
御
代
に
任
那
の
日
本
府
を
引
払






っ
て
以
来
、
次
第
に
交
渉
も
う
す

れ
、
遂
に
は
帰
化
人
と
し
て
賤
し
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
改
姓
を
希
望
す
る
者
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
こ
の

詔
勅
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
伊
志
麻
呂
と
同
日
に
高
麗
人
後
部
王
安
成
等
二
人
も
高
里
連
を
賜
わ
り
、
十
八

年
後
の
宝
亀
十
年
三
月
十
七
日
に
は
、
高
麗
朝
臣
福
信
が
高
倉
の
姓
を
賜
わ
っ
た
。
福
信
は
武
州
高
麗
郡
の
人

で
、
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
二
十
年
後
の
延
暦
十
八
年
十
二
月
五
日
に
は
、
甲
斐
の
百
済
人
止
弥

若
※
が
石
川
、
久
信
耳
鷹
長
等
が
広
石
野
の
姓
を
賜
わ
る
な
ど
、
此
等
の
時
代
に
は
帰
化
人
の
改
姓
が
盛





に
行
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わ
れ
た
。

　
伊
志
麻
呂
が
賜
わ
っ
た
福
地
造
は
、
福
地
の
統
治
者
又
は
支
配
者
を
さ
し
て
い
う
姓





で
あ
っ
て
、
ま
た
職
名

と
も
見
ら
れ
、
実
際
に
於
て
は
其
土
地
人
民
を
領
有
し
、
且

つ
之
を
世
襲
す
る
こ
と
さ
え
稀
で
は
な
い
、
造
は

御
臣






の
意
で
あ
る
。

　
さ
て
そ
の
福
地
の
所
在
で
あ
る
が
、
『
和
名
抄
』
を
調
べ
て
見
る
と
フ
ク
チ
と
云
う
地
名
は
全
国
に
二
ヶ
所

あ
る
の
み
で
、
一
は
信
濃
国
伊
那
郡
の
福
智
郷
、
他
は
甲
斐
国
都
留
郡
の
福
地
郷
で
あ
っ
て
、
百
済
人
の
多
か

っ
た
畿
内
地
方
に
は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
其
当
時
信
濃
国
に
百
済
人
が
居
た
か
否
か
は
明
で
な
い

が
、
甲
斐
に
は
前
述
の
如
く
百
済
人
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
伊
志
麻
呂
に
関
係
あ
る
福
地
の
所
在
は
即

ち
都
留
郡
で
あ
っ
て
、
甲
州
の
百
済
人
は
す
べ
て
此
郡
内
に
居
住
し
て
い
た
も
の
と
断
定
し
て
も
誤
り
は
あ
る

ま
い
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

　
都
留
郡
の
福
地
郷
は
、
諸
書
皆
今
の
鳥
沢
を
中
心
と
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と
に
一
致
し
て
い
る
。
『
甲
斐
国

志
』
に
は

福
地
郷
　
按
ル
ニ
鳥
沢
辺
左
右
ノ
村
落
是
福
地
郷
ナ
リ
、
上
鳥
沢
駅
ノ
南
ニ
一
孤
丘
ア
リ
、
下
ニ
小
祠
ヲ
置
キ

福
地
権
現
ト
称
ス
、
蓋
シ
郷
中
鎮
守
ノ
神
祠
ナ
ル
ベ
シ
、
里
人
今
七
福
神
ノ
祠
ト
シ
福
寿
権
現
ト
唱
フ
。
寛
文

検
地
帳
ニ
ハ
、
此
社
ノ
跡
辺
皆
仮
名
ニ
テ
フ
ク
チ
ト
記
タ
ル
ハ
誤
ナ
ル
コ
ト
知
ヌ
ベ
シ
。
又
隣
村
縄





ノ
上
小
松
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明
神
文
永
癸
酉
（
十
年
）
年
十
二
月
十
五
日
ノ
棟
札
ニ
、
都
留
郡
福
地
郷
之
上
村
ト
ア
リ
、
又
鳥
沢
ノ
南
桂
川

ヲ
隔
テ
藤
崎
村
ア
リ
、
古
検
地
帳
ニ
伏
地
埼
、
伏
崎
ト
モ
記
セ
リ
、
是
又
福
地
崎
ナ
ル
ベ
シ
。
駿
河
風
土
記
ニ

富
士
山
ノ
異
字
ヲ
記
シ
テ
福
智
、
不
詩
ト
モ
見
ユ
、
共
ニ
フ
ヂ
ト
訓
ス
ベ
シ
。
云
云
。

と
あ
り
て
、
寛
文
の
頃
ま
で
存
続
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
『
国
志
』
は
検
地
帳
に
フ
ク
チ
と
記
し

た
る
は
誤
な
る
こ
と
知
ぬ
べ
し
と
書
け
る
も
、
其
理
由
は
挙
げ
て
な
い
。
『
駿
河
風
土
記
』
は
所
謂
「
総
国
風

土
記
」
と
称
す
る
も
の
の
一
で
、
信
を
措
き
難
い
も
の
な
る
こ
と
は
前
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
唯
『
常
陸
風

土
記
』
に
駿
河
国
福
慈
岳
と
あ
る
も
の
は
、
福
慈
と
書
い
て
フ
ジ
と
読
ま
せ
た
ら
し
い
唯
一
の
例
で
あ
る
が

（
こ
れ
に
就
て
は
「
二
、
三
の
山
名
に
つ
い
て
」
の
富
士
山
の
項
参
照
の
こ
と
）
、
之
を
以
て
都
留
郡
福
地
郷

の
『
和
名
抄
』
高
山
寺
本
訓
布
久
知
。
以
来
の
古
訓
を
誤
り
と
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
藤
崎
は
明

に
伏
地
崎
の
転
訛
で
あ
る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
東
鑑
』
建
暦
三
年
（
十
二
月
六
日
建
保

と
改
元
）
五
月
七
日
の
条
に
も
、
勲
功
の
賞
と
し
て
鎌
田
兵
衛
尉
に
甲
斐
国
福
地
を
給
う
こ
と
が
載
せ
て
あ
る
。

其
名
が
い
つ
頃
か
ら
廃



れ
た
か
は
知
る
こ
と
を
得
な
い
。
明
治
七
年
十
二
月
に
全
国
に
於
け
る
町
村
の
合
併
が

行
わ
れ
た
際
、
富
士
北
麓
の
松
山
、
新
屋
、
上
吉
田
の
三
村
を
合
せ
て
福
地





村
と
改
称
し
た
こ
と
は
、
甚
だ
し

く
見
当
違
い
の
場
所
へ
持
っ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
福
地
と
富
士
と
を
同
一
視
し
た
『
国
志
』
の
編
者
の

顰

に

倣
っ
た
も
の
で
で
も
あ
ろ
う
か
、
し
か
も
尚
お
古
訓
を
存
し
て
フ
ク
チ
と
読
ま
せ
て
あ
る
。
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福
地
は
韓
音
恐
ら
く
ポ
ク
チ
、
プ
ク
チ
又
は
地
を
タ
ン
と
読
む
も
の
と
す
れ
ば
ポ
ク
タ
ン
で
あ
っ
た
ろ
う
。

ク
ダ
ラ
は
百
済
、
伯
済
又
は
百
残
と
書
し
、
百
残
が
最
も
古
い
と
さ
れ
て
い
る
。
百
、
伯
は
パ
ィ
ク
、
残
は
チ

ァ
ン
、
済
は
チ
エ
ー
で
あ
る
か
ら
、
百
済
人
に
は
百
済
の
韓
音
に
似
通
っ
て
い
る
福
地
の
姓
を
賜
わ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
恰
も
高
麗
人
の
安
成
に
は
高
里
連
を
賜
わ
り
、
高
麗
朝
臣
福
信
に
は
高
倉
を
賜
わ
っ
た
の
と
同
様

で
あ
る
。
高
麗
は
本
来
高
句
麗







で
、
高
里
は
カ
ク
リ
、
高
倉
は
カ
ク
ラ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
そ
の
本
国
名
の

音
と
似
通
っ
て
い
る
こ
と
は
、
金
沢
博
士
が
既
に
論
じ
て
い
る
。
高
に
カ
ク
の
音
あ
る
こ
と
も
『
万
葉
集
』
に

高
山
と
書
い
て
香
久
山
に
充
て
て
あ
る
こ
と
か
ら
明
か
で
あ
ろ
う
。
唯
伊
志
麻
呂
が
福
地
の
姓
を
賜
わ
っ
た
為

に
其
地
が
福
地
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
或
は
福
地
と
呼
ば
れ
る
地
に
居
た
為
に
福
地
造
を
賜
わ
っ

た
の
で
あ
る
か
、
両
者
共
に
其
例
が
あ
る
の
で
遽





に
断
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
恐
ら
く
前
者
で

は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
、
そ
う
と
す
れ
ば
福
地
権
現
は
伊
志
麻
呂
か
或
は
其
祖
先
の
霊
を
祀
っ
た
も
の
で

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
然
る
に
又
一
方
に
於
て
福
地
の
プ
ク
は
、
韓
語
の
フ
ー
ク
又
は
フ
ク
即
ち
土



に
通
じ
、
チ
は
蒙
古
語
で
は
人

の
義
で
あ
る
が
、
日
韓
共
に
威
力
あ
る
神
霊
の
尊
称
又
は
貴
人
の
敬
称
と
な
っ
て
い
る
。
イ
カ
ヅ
チ
（
雷
神
）
、

カ
グ
ツ
チ
（
火
神
）
、
ク
ク
ノ
チ
（
木
祖
）
、
ソ
ナ
カ
シ
チ
（
蘇
那
曷
叱
智
、
任
那
人
）
、
モ
マ
リ
シ
チ
（
毛

麻
利
叱
智
、
新
羅
人
）
な
ど
其
例
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
す
る
と
福
地
は
土
の
霊
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
我

国
の
土
の
神
で
あ
る
埴
安
神
、
又
は
国
土
の
霊
で
あ
る
と
見
て
も
よ
い
国
魂
神
と
同
じ
よ
う
な
意
味
に
な
る
の

で
あ
る
。
尤
も
各
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
魂
が
あ
っ
て
、
敢
て
一
神
に
限
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
孰
れ
も
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其
国
土
の
霊
を
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
福
地
権
現
は
伊
志
麻
呂
が
其
領
土
の
霊
を
祀
っ

た
、
国
魂
よ
り
も
遥





に
狭
義
な
神
で
あ
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
或
は
か
く
考
え
た
方
が
正
し
い
か
と
も
思

う
の
は
、
各
所
に
福
地
に
関
係
あ
る
社
が
あ
る
か
ら
で
、
巨
摩
郡
の
河
原
部
村
即
ち
今
の
韮
崎






町
に
あ
る
福
地

八
幡
な
ど
も
、
元
は
福
地
権
現
で
あ
っ
た
ろ
う
。
若

し
又
富
士
山
を
国
土
の
霊
と
い
う
意
味
で
、
国
の
鎮
め
に

福
地
岳
と
崇
め
た
も
の
と
す
れ
ば
、
チ
と
シ
と
の
相
違
は
あ
っ
て
も
、
福
慈
と
書
い
て
フ
ジ
と
発
音
し
て
差
支

な
い
か
に
も
思
わ
れ
る
。
勿
論
福
の
字
が
単
独
で
フ
と
発
音
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
。
さ
す
れ
ば

フ
ジ
の
語
原
は
韓
語
か
ら
来
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
早
く
と
も
天
智
天
皇
以
後
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
。
果
し
て
然
る
や
否
や
。

　
そ
れ
か
ら
又
多
摩
郡
の
御
岳
神
社
の
摂
社
に
巨
福
社
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
は

巨
福
社
　
同
ジ
辺
（
本
社
ノ
後
ロ
）
ニ
ア
リ
、
大
国
玉
命
ヲ
祝
ヒ
マ
ツ
レ
リ
。
近
郷
ノ
人
是
ヲ
耕
作
神
ト
呼
ビ

テ
、
社
前
ノ
土
ヲ
請
持
ユ
キ
テ
田
畑
ヘ
ホ
ド
コ
セ
バ
、
必
五
穀
豊
熟
ス
ト
云
、
又
報
賽
ニ
ハ
其
郷
土
ノ
土
ヲ
持

来
リ
奉
納
セ
リ
。

と
し
、
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
は
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巨
福
社
西
向
、
檜
皮
葺
。
本
社
の
う
し
ろ
に
あ
り
。
祭
神
大
国
玉
命
な
り
。
按
ず
る
に
此
神
七
名
あ
り
、
大
国

主
命
と
も
称
し
け
れ
ど
、
其
実
は
大
己
貴
命
に
て
、
此
神
は
土
徳
の
神
な
れ
ば
即
ち
社
稷
の
神
と
仰
ぎ
、
云
々
。

と
い
い
、
云
々
以
下
『
風
土
記
稿
』
に
略



同
じ
く
『
郡
村
誌
』
に
は

巨
福
社
ア
リ
、
祭
神
埴
山
姫
神
ト
イ
フ
、
御
岳
山
ノ
記
ニ
ハ
大
国
玉
命
ト
ア
リ
。
社
傍
ニ
二
間
余
ノ
凹
所
ヲ
生

セ
リ
、
此
土
ヲ
撮
テ
少
シ
ク
田
畠
ニ
散
布
ス
レ
バ
、
虫
害
ヲ
除
ク
ト
テ
参
詣
ノ
人
皆
之
ヲ
取
リ
帰
ル
ヨ
リ
、
斯

ノ
如
キ
穴
ニ
ハ
ナ
リ
タ
リ
ト
イ
フ
。

と
あ
り
て
、
孰
れ
も
土
地
の
霊
を
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
髣
髴
せ
し
め
て
い
る
。
フ
ク
チ
の
上
に
大
の
意

あ
る
コ
を
添
え
た
の
で
、
肝
心
の
チ
が
脱
離
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
野
原
の
西
北
に
虎
伏
（
今
は
小
伏
）
が

あ
り
、
秋
山
に
は
古
福
志
が
あ
る
。
共
に
コ
フ
ク
シ
と
読
み
、
巨
福
と
関
係
あ
る
も
の
で
元
は
其
社
が
あ
っ
た
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も
の
と
想
わ
れ
る
が
、
今
は
其
所
在
を
詳





に

し
な
い
。
チ
が
シ
に
転
ず
る
こ
と
は
歯
音
と
舌
音
の
通
用
か
ら
、

シ
ジ
ム
、
チ
ヂ
ム
な
ど
の
例
も
あ
り
、
必
ず
し
も
絶
無
で
あ
る
と
は
断
言
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
多
摩
河
畔
の

白
丸
村
の
字
小
吹
に
は
山
の
神
の
小
祠
が
現
存
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
巨
福
と
関
係
が
あ
る
ら
し
い
。
南
秋
川

沿
い
の
笛
吹
は
今
は
ウ
ヅ
シ
キ
と
転
訛
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
元
は
ウ
ソ
フ
ク
で
、
そ
れ
な
ら
ば
ウ
ソ
に
笛
の

字
を
充
て
た
の
は
、
小
鳥
の
ウ
ソ
の
鳴
く
音
か
ら
思
い
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
直

ぐ
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の

フ
ク
も
福
に
縁
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『
甲
斐
国
志
』
に
載
っ
て
い
る
鳥
沢
の
大
木
明
神
は
、
今
で
は
福
地
神
社
と
改
称
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
勢
国
河

曲
郡
の
大
木
神
社
と
同
様
に
祭
神
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
或
は
当
然
あ
っ
て
よ
さ
そ
う
な
伊
志
麻
呂
か
、

然
ら
ざ
れ
ば
其
祖
先
の
霊
を
祀
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
何
等
の
根
拠
と
す
る
に
足
る

可
き
資
料
の
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
山
の
形
が
扇
に
似
て
い
る
の
で
扇
山
の
名
を
得
、
其
処
に
祀
ら
れ
た
の

で
扇
明
神
と
呼
ん
だ
の
を
後
に
大
木
と
改
め
た
か
、
或
は
大
木
明
神
か
ら
大
木
山
と
呼
ば
れ
、
後
に
扇
と
改
め

ら
れ
た
か
、
こ
れ
も
今
の
所
で
は
解
き
難
い
謎
で
あ
る
。
ア
ナ
シ
峠
の
麓
か
ら
見
た
山
形
は
、
如
何
に
も
よ
く

開
い
た
扇
に
似
て
は
い
る
が
。
尤
も
新
羅
に
は
大
木
※
子
百
済
に
は
大
木
岳
大
麓
と
い
う
古
地
名
が
あ
る
。
若

し
百
済
人
が
其
故
郷
の
地
名
を
新
住
地
に
移
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
実
際
其
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
或
は
両
地

の
間
に
何
か
似
通
っ
た
点
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
唯
大
木
又
は
大
木
岳
を
何
と
読
み
、
且
そ
れ
と
同
意
語
か

又
は
義
訳
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
※
子
も
大
麓
も
、
何
を
意
味
し
て
い
る
か
を
知
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
に
は
触

れ
な
い
こ
と
に
し
て
置
く
。

19



　
都
留
郡
が
百
済
人
の
居
住
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
か
ら
、
其
処
に
韓
語
の
地
名
が
残
っ
て

い
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
読
者
も
合
点
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
で
私
も
都
留
は
山
の
尾
づ
る
か
ら
で
は
な
く
、

野
を
意
味
す
る
韓
語
の
ツ
ル
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
と
推
断
し
た
次
第
で
あ
る
。
そ
し
て
『
和
名
抄
』
の
古
郡

郷
は
上
野
原
附
近
で
あ
り
、
都
留
郷
は
大
鶴
村
あ
た
り
で
あ
る
こ
と
に
諸
書
皆
一
致
し
て
居
る
の
で
、
此
等
の

地
を
含
む
一
帯
の
原
野
が
都
留
の
本
郷
で
あ
っ
た
ろ
う
。
従
っ
て
鶴
川
や
鶴
島
の
名
が
今
に
存
し
て
い
る
の
も

決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
桂
川
も
『
甲
斐
国
志
』
の
い
う
如
く
葛
の
字
が
桂
に
転
じ
た
の
で
は
な
く
、
鶴
川
に

対
す
る
大
鶴
川
の
意
で
、
ツ
ル
に
大
の
義
あ
る
カ
を
添
え
、
カ
ツ
ル
と
呼
ん
だ
も
の
が
カ
ツ
ラ
と
な
っ
た
の
で
、

原
を
九
州
や
奥
州
の
一
部
で
バ
ル
と
呼
ぶ
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　
ツ
ル
と
云
う
地
名
は
九
州
に
多
い
、
即
ち
肥
後
の
玉
名
、
鹿
本
二
郡
に
亙



る
菊
池
川
の
流
域
や
、
豊
後
の
大

分
、
直
入
、
大
野
、
南
北
海
部
の
五
郡
に
亙
る
大
分
川
、
大
野
川
、
中
江
川
の
諸
流
域
に
あ
る
津
留
、
今
津
留
、

添
ヶ
津
留
、
大
津
留
、
左
津
留
、
尾
津
留
、
志
津
留
、
桑
津
留
、
桑
鶴
、
小
野
津
留
、
小
鶴
な
ど
が
そ
れ
で
、

単
に
津
留
と
呼
ぶ
所
は
十
数
ヶ
所
を
数
え
ら
れ
よ
う
。
殊
に
大
野
川
の
下
流
で
は
、
尾
津
留
、
大
津
留
、
鶴
瀬

の
諸
村
が
あ
っ
て
、
最
後
に
河
口
に
近
く
鶴
崎
町
の
あ
る
こ
と
は
、
お
の
ず
か
ら
地
形
を
説
明
し
て
い
る
よ
う

で
興
味
深
く
感
ぜ
ら
れ
る
。

　
因





に
、
朝
鮮
で
は
鶴
の
こ
と
を
ツ
ル
ミ
と
云
う
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
鶴
見
町
な
ど
は
其

儘

地
名
と
な
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
『
延
喜
式
』
に
は
河
内
国
若
江
郡
に
都
留
美
嶋
神
社
、
渋
川
郡
に
都
留
弥
神
社
と
い
う

の
が
載
っ
て
い
る
、
是
等
も
鶴
に
関
係
あ
る
か
否
か
、
他
日
の
考
究
に
待
つ
こ
と
と
す
る
。
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以
上
述
べ
来
っ
た
所
を
約
言
す
れ
ば
、
甲
斐
に
は
百
済
人
が
居
住
し
て
い
た
。
其
地
は
都
留
郡
で
あ
っ
た
、

従
っ
て
其
処
に
朝
鮮
語
系
の
地
名
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
少
し
も
怪
し
む
に
足
ら
ぬ
と
い
う
に
帰
着
す
る
。

こ
れ
だ
け
の
事
を
知
っ
て
頂
け
ば
、
後
は
簡
単
に
埒
が
あ
く
。

　
都
留
郡
及
び
其
四
近
に
は
、
丸
と
名
の
付
く
山
が
相
当
に
あ
る
。
試
に
之
を
列
挙
す
る
と
都
留
郡
に

大
幡
村
　
　
　
本
社
ヶ
丸

真
木
村
　
　
　
コ
ン
ド
ウ
丸
　
鎮
西
ヶ
丸
　
大
谷
ヶ
丸
　
大
倉
高
丸
　
白
ヤ
ノ
丸
　
赤
谷
ノ
丸
　
鳥
屋
ノ
丸
　

丸
岳

な
ど
が
あ
り
、
相
模
国
に

中
川
村
　
　
　
畦
ヶ
丸

青
根
村
　
　
　
檜
洞
丸

佐
野
川
村
　
　
茅
丸

な
ど
が
あ
る
。
山
頂
が
丸
い
為
の
名
で
あ
る
と
し
て
も
余
り
に
其
数
が
多
い
の
で
、
誰
し
も
奇
異
の
感
を
抱
か
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れ
る
こ
と
と
思
う
。
し
か
し
此
等
の
地
方
が
百
済
人
や
高
麗
人
に
依
り
て
早
く
開
拓
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意

す
る
な
ら
ば
、
或
は
其
等
の
人
々
が
将
来
し
た
言
葉
で
は
な
い
か
と
の
疑
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
マ
ル
は

山
を
意
味
す
る
韓
語
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
現
在
朝
鮮
で
は
山
を
モ
イ
と
い
う
て
い
る
。
し
か
し
古
く
は
モ
リ
で
あ
っ
た
、
こ
れ
は
ア
イ
ヌ
語
の
小
山
を

意
味
す
る
モ
リ
と
関
係
が
あ
る
ら
し
い
、
奥
羽
の
山
に
何
森
と
称
す
る
も
の
の
多
い
こ
と
を
考
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
モ
リ
が
モ
ロ
と
な
っ
た
例
は
あ
る
が
、
モ
が
マ
に
転
じ
た
例
は
ま
だ
思
い
当
ら
な
い
。
金
沢
博
士
に
拠
れ

ば
済
州
島
で
は
今
も
平
地
に
孤
立
し
た
山
を
マ
ル
と
称
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
国
語
の
ヤ
マ
は
南
洋
系
の
イ

エ
マ
（
森
、
藪
）
か
ら
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

　
朝
鮮
で
は
又



頭
の
こ
と
を
モ
ー
リ
或
は
モ
リ
と
云
う
、
恐
ら
く
山
の
古
名
モ
リ
と
同
じ
語
で
、
頭
に
も
山
に

も
通
じ
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ア
イ
ヌ
語
の
キ
ム
イ
も
山
の
称
呼
で
あ
る
と
同
時
に
亦



頭
の
天
辺
を

も
そ
う
呼
ん
で
い
る
。
私
共
が
或
山
を
指
し
て
何
の
頭
と
呼
ぶ
の
と
は
、
多
少
趣
を
異
に
し
て
い
る
が
、
根
本

に
於
て
は
通
じ
て
い
る
。
モ
イ
が
モ
リ
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
迄
も
あ
る
ま
い
。

　
ム
レ
は
、
モ
ロ
が
ム
ロ
と
な
り
ム
レ
と
な
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
、
山
を
ム
レ
と
読
ま
せ
る
例
は
『
書
紀
』
や

『
続
日
本
紀
』
に
多
く
載
せ
て
あ
る
。

辟
支
山







　
古
沙
山







　
谷
那
鉄
山










　
帯

山







　
久
礼
山









　
荷
山






　
居
層
山









　
怒
受
利
之
山













　
任
叙
利
山








な
ど
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
皆
韓
地
の
山
で
あ
る
。
斉
明
天
皇
の
御
歌
に
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い
ま
き
な
る
　
を
む
れ
か
う
へ
に
　
雲
た
に
も

　
　
　
　
　
　
し
る
く
し
た
ゝ
は
　
な
に
か
歎
か
む

と
あ
る
「
を
む
れ
か
う
へ
」
は
即
ち
小
山
が
上
で
、
我
上
代
で
も
山
を
ム
レ
と
呼
ん
だ
証
と
も
な
る
が
、
尚
お

韓
語
の
匂
が
濃
い
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
き
は
応
神
天
皇
の
御
代
に
阿
智
使
主
が
十
七
県
の
党
類
を
率
い
て
来
帰

し
、
檜
前






村
を
賜
わ
っ
た
、
新
来
の
帰
化
人
を
居
ら
し
め
た
の
で
今
来
の
地
名
が
生
じ
た
の
で
あ
る
、
今
の
高

市
郡
は
も
と
今
来
郡
で
あ
っ
た
。
雄
略
天
皇
の

や
ま
と
の
　
を
む
ら
の
た
け
に
　
し
ゝ
ふ
す
と

と
歌
い
給
う
た
御
歌
は
、
『
古
事
記
』
に
は

み
え
し
ぬ
の
　
を
む
ろ
が
た
け
に
　
し
ゝ
ふ
す
と

と
あ
り
て
、
勿
論
今
来
の
ヲ
ム
レ
と
は
別
の
山
で
あ
る
が
、
ム
ラ
が
山
の
義
で
あ
る
な
ら
ば
、
ム
レ
、
ム
ラ
、
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ム
ロ
と
通
じ
て
用
い
ら
れ
た
事
に
な
る
、
紀
伊
の
牟

婁

郡
は
即
ち
山
の
郡
の
義
で
あ
ろ
う
。

　
ム
レ
は
九
州
で
は
ツ
ル
と
同
じ
く
豊
後
に
多
い
、
次
に
二
、
三
の
例
を
挙
げ
る
と

能
牟
礼
山
　
於
菟
牟
礼
山
　
猪
牟
礼
山
　
栂
牟
礼
山
　
角
牟
礼
山
　
中
津
牟
礼
山
　
花
牟
礼
山

な
ど
が
あ
る
、
外
に
も
ム
レ
の
付
く
村
名
が
少
く
な
い
の
を
見
る
と
、
ツ
ル
と
ム
レ
と
は
影
の
形
に
伴
う
如
く

離
れ
難
い
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
他
に
も
牟
礼
と
い
う
地
名
は
、
周
防
、
讃
岐
、
大
和
、
紀
伊
の
諸

国
に
も
あ
れ
ば
、
東
京
市
外
の
三
鷹
村
に
も
あ
り
市
内
に
さ
え
あ
っ
た
。

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
は
云
う
、

多
摩
郡
牟
礼
村

開
発
ノ
年
代
ハ
伝
ヘ
ザ
レ
ド
、
新
座
郡
小
榑
村
ヨ
リ
高
橋
図
書
ト
云
フ
モ
ノ
来
リ
発
シ
ト
モ
云
リ
。

新
座
郡
は
古
の
新
羅
郡
で
、
帰
化
の
新
羅
人
を
武
蔵
国
の
閑
地
に
居
ら
し
め
、
始
め
て
新
羅
郡
を
置
く
と
「
孝
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謙
天
皇
紀
」
に
見
え
て
い
る
土
地
で
あ
る
。
又
『
新
編
江
戸
志
』
は
云
う
、

む
れ
ゐ
野

古
老
の
云
、
今
の
お
た
ん
す
町
（
小
石
川
箪
笥
町
）
の
辺
よ
り
大
塚
、
板
橋
境
迄
を
す
べ
て
往
古
は
む
れ
ゐ
野

と
い
ふ
よ
し
、
し
か
れ
ば
南
の
方
は
金
杉
村
、
北
は
吹
上
村
の
間
を
い
ひ
て
、
広
き
野
成
べ
し
。

近
く
に
指
ヶ
谷
の
地
名
あ
る
を
見
れ
ば
、
焼
畑
を
作
っ
た
韓
人
の
部
落
が
想
像
さ
れ
る
。
木
の
梢
を
ウ
レ
或
は

ウ
ラ
と
い
う
の
は
、
高
い
所
を
さ
す
意
味
で
、
こ
の
ム
レ
か
ら
来
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
今
は
一
般
に
ウ
ラ

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
川
浦
と
い
う
地
名
は
川
の
先
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
『
大
言
海
』
に
は
ウ
レ
は
ウ
ラ
エ

（
末
枝
）
の
約
ま
っ
た
も
の
と
説
明
し
て
あ
る
が
、
ウ
ラ
に
就
て
は
言
う
所
が
な
い
。

　
国
語
の
例
か
ら
い
え
ば
、
マ
か
ら
モ
に
転
ず
る
の
が
普
通
の
よ
う
で
、
モ
ト
（
元
）
は
マ
ト
（
真
処
）
、
モ

ナ
カ
（
最
中
）
は
マ
ナ
カ
（
真
中
）
、
モ
ノ
（
物
）
は
マ
ナ
（
真
名
）
の
転
で
あ
る
と
大
島
博
士
は
説
い
て
い

る
。
或
は
山
の
韓
語
は
マ
ル
が
最
も
古
く
、
モ
ロ
、
モ
リ
、
モ
イ
と
転
じ
、
そ
の
最
古
語
の
マ
ル
が
済
州
島
に

保
存
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ム
と
モ
の
通
音
な
る
こ
と
は
ム
ク
ゲ
、
モ
ク
ゲ
（
木
槿
）
、
ム
グ
ッ
チ
ョ
、
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モ
グ
ッ
チ
ョ
（
カ
イ
ツ
ム
リ
）
、
ム
ク
ム
ク
、
モ
ク
モ
ク
（
形
容
詞
）
な
ど
の
例
に
依
り
て
知
ら
れ
、
ウ
と
ム

に
も
亦
ム
マ
、
ウ
マ
（
馬
）
、
ム
メ
、
ウ
メ
（
梅
）
、
ム
ナ
ギ
、
ウ
ナ
ギ
（
鰻
）
、
ム
ベ
、
ウ
ベ
（
ト
キ
ハ
ア

ケ
ビ
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。

　
前
に
書
き
洩
ら
し
た
か
ら
茲



に
補
入
し
て
置
く
が
、
甲
斐
に
も
モ
リ
と
名
の
付
く
山
は
可
な
り
あ
る
、
『
甲

斐
国
志
』
を
一
瞥
し
た
丈



で
も
山
梨
郡
に
石
森
、
秀
森
、
竹
森
、
中
津
森
、
水
ヶ
森
が
あ
り
、
巨
摩
郡
に
美
森
、

黒
森
、
石
森
、
霧
森
、
飯
盛
、
大
井
森
、
離
レ
森
、
烏
森
、
森
山
、
鈴
ヶ
森
、
鷹
森
が
あ
る
、
尚
お
入
念
に
図

書
を
渉
猟
し
た
な
ら
ば
更
に
多
く
を
発
見
す
る
で
あ
ろ
う
。
是
等
は
主
に
小
山
で
あ
っ
て
ア
イ
ヌ
語
の
モ
リ
と

能

く
一
致
し
て
い
る
、
し
か
も
こ
の
言
葉
は
死
語
で
は
な
い
、
今
も
甲
州
の
老
猟
師
が
往
々
口
に
す
る
所
で
、

雨
畑






附
近
の
猟
師
は
笊



ヶ
岳
を
笊
ヶ
森
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
都
留
郡
に
は
マ
ル
の
付
く
山
は
多
い
が
、
ム
レ
は
甚
だ
少
な
く
僅





に
四
座
あ
る
の
み
で
あ
る
。

道
志
村
　
　
大
群
山
　
殿
群
山

西
原
村
　
　
大
群
山
（
権
現
山
）

棡
原
村
　
　
小
勢
籠
山

小
勢
籠
山
は
小
伏
沢
の
南
に
あ
る
。
△
五
四
二
・
九
で
あ
る
よ
う
に
聞
い
た
。
殿
群
は
今
は
鳥
ノ
胸
と
書
し
、

ト
ン
ノ
ム
ネ
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
を
武
田
君
か
ら
教
え
ら
れ
た
。
ウ
ソ
フ
ク
と
い
い
ト
ノ
ム
レ
と
い
い
、
転
訛
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の
甚
だ
し
い
こ
と
全
く
驚
く
に
堪
え
た
も
の
で
あ
る
、
地
名
考
究
の
困
難
な
る
所
以





の
よ
き
例
で
あ
ろ
う
。

●
大
群
山
と
富
士
山
（
焼
山
よ
り
）

　
山
は
少
な
い
が
其
代
り
と
し
て
、
大
ム
レ
権
現
を
祀
っ
た
社
は
頗
る
多
い
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
道
志
山
塊
を
境
と

し
て
南
北
の
二
群
に
分
れ
、
南
に
在
る
者
は
富
士
隠
し
の
異
名
あ
る
大
群
山
を
中
心
と
し
、
北
に
在
る
者
は
権

現
山
を
通
称
と
す
る
大
群
山
を
中
心
と
し
て
い
る
。
即
ち

大
室
権
現
、
長
幡
正
八
幡
相
殿
竹
ノ
本
ニ
ア
リ
。
　
社
地
除
地
百
九
拾
弐
坪
、
神
鏡
七
面
金
像
ノ
大
黒
ア
リ
、

長
壱
寸
八
分
ノ
立
像
ナ
リ
、
神
刀
壱
振
云
々
。

大
室
権
現
久
保
ニ
ア
リ
。
　
大
室
権
現
大
渡
ニ
ア
リ
。
　
同
月
夜
野
ニ
ア
リ
。
　
社
地
百
坪
云
々
。
祠
官
佐
藤

権
太
夫
。
大
室
ハ
山
ノ
名
ニ
テ
本
村
（
道
志
村
）
ノ
東
南
ニ
ア
リ
、
高
山
ニ
シ
テ
富
士
ノ
東
面
ヲ
蔽
ヘ
リ
、
故

ニ
武
蔵
ニ
テ
之
ヲ
富
士
隠
ト
云
。
此
山
上
ニ
神
祠
ア
リ
大
室
権
現
ト
号
ス
。
（
以
上
『
甲
斐
国
志
』
）

袖
平
峰
　
麓
ヨ
リ
頂
ニ
至
ル
凡
三
里
半
ニ
余
レ
リ
、
山
上
ニ
大
室
権
現
ヲ
祀
ル
。
当
村
ニ
テ
最
モ
高
キ
山
ナ
レ

バ
青
根
山
ト
モ
呼
。
仲
夏
五
月
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
宿
雪
消
尽
セ
ズ
ト
云
フ
。

大
室
社
　
村
持
。
（
青
根
村
）
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大
室
社
二
　
一
ハ
村
ノ
鎮
守
、
例
祭
九
月
廿
日
、
相
殿
ニ
八
幡
山
神
ヲ
置
。
一
ハ
神
木
ニ
杉
大
樹
七
囲
許
。
ア

リ
、
共
ニ
村
民
持
。
（
中
川
村
）

大
室
社
　
円
鏡
径
六
寸
五
分
余
。
ノ
中
ニ
神
体
長
サ
三
寸
余
。
ヲ
鋳
出
ス
、
元
禄
十
一
年
ノ
銘
ア
リ
、
曰
相
模

国
宮
原
村
大
室
権
現
、
元
禄
十
一
年
寅
十
一
月
吉
日
、
神
主
宮
崎
津
島
守
。
神
主
ノ
伝
ニ
、
古
中
川
村
大
室
権

現
社
ノ
神
事
ヲ
此
所
ニ
テ
執
行
ス
ト
、
後
其
跡
地
ナ
レ
バ
ト
テ
同
社
ヲ
祀
ル
ト
云
。
（
湯
触
村
）
（
以
上
『
新

編
相
模
風
土
記
稿
』
）

こ
れ
は
南
の
一
群
で
ム
レ
に
室
の
字
が
充
て
て
あ
る
、
ム
ロ
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。
之
に
反
し
て
北
の
一
群
は

ム
レ
に
多
く
勢
籠
の
二
字
を
用
い
て
い
る
が
、
其
理
由
は
判
断
し
か
ね
る
。
大
勢
籠
れ
ば
即
ち
大
群
で
あ
る
と

い
う
洒
落
で
も
あ
ろ
う
か
。

大
室
社
（
千
木
良
村
）

大
牟
礼
社
（
吉
野
宿
）

王
勢
籠
於
々
勢
以
呂
宇
。
権
現
社
　
祭
神
ハ
日
本
武
尊
ナ
リ
ト
云
。
（
佐
野
川
村
）

太
室
権
現
社
（
小
淵
村
）
（
以
上
『
相
模
風
土
記
稿
』
）
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大
室
権
現
　
社
地
壱
畝
拾
五
歩
（
上
鶴
島
村
）

王
勢
籠
権
現
ト
チ
木
ニ
ア
リ
。
　
小
社
、
神
領
壱
畝
拾
歩
（
駒
宮
村
）

大
室
権
現
　
社
地
三
拾
五
坪
（
小
篠
村
）

大
勢
籠









権
現
西
原
、
浅
川
、
野
田
尻
ノ
堺
大
勢
滝
山
ノ
峰
ニ
ア
リ
。
　
社
人
和
見
村
ノ
名
主
、
神
領
和
見
村
ニ

テ
下
畑
弐
畝
歩
、
但
無
高
、
名
主
ノ
家
ノ
西
南
山
上
ニ
登
ル
コ
ト
壱
里
弐
拾
町
ナ
リ
、
此
神
犬
ヲ
使
フ
コ
ト
七

拾
五
匹
、
此
犬
ヲ
頼
ム
時
ハ
能
ク
盗
賊
火
難
ヲ
防
ギ
守
ル
ト
テ
、
近
郷
ノ
農
人
名
主
カ
家
ニ
犬
借
リ
ニ
来
リ
、

札
ヲ
請
テ
帰
レ
バ
犬
必
ズ
来
テ
家
内
田
畠
ヲ
守
ル
ト
云
、
但
其
形
人
ノ
目
ニ
見
ユ
ル
コ
ト
ナ
シ
、
雇
ヒ
来
ル
日

限
迄
キ
リ
火
ニ
テ
飼
ヒ
料
ヲ
作
リ
供
ヘ
置
ケ
バ
則
チ
喰
ツ
ク
ス
ト
云
。

稲
荷
大
明
神
　
蘆
垣
村
ノ
産
神
也
云
々
、
末
社
四
オ
モ
リ
ノ
宮
、
大
勢
籠
権
現
、
云
々
。

大
勢
籠
権
現
大
倉
村
。
　
社
域
見
捨
地
水
泉
庵
持
。

大
威
籠
権
現
ヘ
ハ
イ
ニ
ア
リ
。
　
社
域
ハ
見
捨
地
社
主
宇
源
太
。
（
以
上
『
甲
斐
国
志
』
）

右
の
如
き
分
布
の
状
態
か
ら
推
し
て
、
信
仰
の
中
心
が
二
ヶ
所
に
あ
っ
た
こ
と
は
判
断
さ
れ
る
が
、
孰
れ
が
先

に
祀
ら
れ
た
も
の
か
、
或
は
同
時
で
あ
っ
た
か
、
奉
祀
の
次
第
を
知
る
こ
と
は
得
な
い
に
し
て
も
、
附
近
住
民

の
信
仰
厚
か
り
し
大
社
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。
然
る
に
其
祭
神
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
『
延
喜
式
』

に
牟
礼
神
社
と
い
う
の
が
摂
津
国
三
島
郡
と
伊
勢
国
多
気
郡
と
に
あ
り
、
牟
礼
村
と
い
う
地
名
も
残
っ
て
い
る
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に
拘





ら
ず
、
其
祭
神
に
就
て
は
説
明
し
て
な
い
、
年
代
が
古
い
の
で
既
に
所
伝
が
失
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、

独
り
佐
野
川
村
の
み
王
勢
籠
に
オ
ホ
セ
イ
ロ
ウ
と
読
み
方
を
注
し
て
あ
る
の
は
、
勢
籠
を
ム
レ
と
読
む
こ
と
が

忘
ら
れ
て
、
大
を
王
と
改
め
、
日
本
武
尊












に
附
会
し
た
も
の
で
、
信
憑
し
難
き
説
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て

明
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
大
群
山
の
存
在
が
附
近
住
民
に
多
大
の
利
害
関
係
を
及
ぼ
し
た
と
は
思
わ
れ
ぬ
か
ら
、

山
体
を
崇
め
た
も
の
と
も
い
い
兼
ね
る
。
私
の
考
で
は
、
こ
れ
は
矢

張

り
竜
王
即
ち
※





神
（
八
俣
の
大
蛇
）
を

崇
拝
す
る
先
住
民
の
信
仰
が
其
儘
新
来
の
住
民
に
よ
り
て
継
承
さ
れ
て
い
た
遺
蹟
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

百
済
や
新
羅
に
阿
良
、
鳥
礼
、
尉
礼
、
鳥
也
な
ど
の
地
名
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
察
す
る
と
、
是
等
の
国
人
の
一

部
の
間
に
※
神
を
崇
拝
す
る
原
始
信
仰
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
は
坪
井
博
士
の
説
で
あ
る
。
阿
良
、

烏
礼
等
は
孰
れ
も
ア
ラ
ー
、
ウ
ラ
ー
の
韓
音
を
示
す
為
に
借
用
さ
れ
た
漢
字
で
、
大
蛇
即
ち
竜
王
に
外
な
ら
な

い
。
我
国
の
古
代
民
族
に
も
※
神
を
崇
拝
し
た
も
の
の
あ
る
こ
と
は
、
曾
て
「
二
、
三
の
山
名
に
つ
い
て
」
と

題
す
る
文
中
に
述
べ
て
置
い
た
。
百
済
人
が
本
国
か
ら
こ
の
信
仰
を
伝
来
し
た
か
、
或
は
既
に
先
住
し
て
い
た

原
始
民
族
の
信
仰
に
合
流
し
た
か
、
そ
の
孰
れ
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
と
竜
王
と
が
既
に
因
縁
浅
か

ら
ぬ
上
に
、
ム
レ
、
ウ
レ
、
ウ
ラ
が
又
互
に
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
の
で
、
文
化
の
進
ん
で
い
た
百
済
人

の
ム
レ
と
云
う
言
葉
の
中
に
山
も
竜
王
も
包
含
さ
れ
て
、
こ
こ
に
山
を
大
群
と
呼
び
、
奉
祀
の
竜
王
を
も
大
群

と
呼
ぶ
に
至
っ
た
基
を
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
殊
に
私
を
し
て
大
群
権
現
が
※
神
で
あ
ろ
う
と
の
念
を
強
く

抱
か
せ
た
も
の
は
、
和
見
の
大
勢
籠
権
現
の
記
事
で
あ
る
。
今
も
狼
の
お
札
を
出
し
或
は
狼
を
神
使
と
す
る
伝

説
を
有
す
る
社
は
、
武
蔵
国
秩
父
郡
の
三
峰






神
社
や
両
神
神
社
を
始
め
、
丹
後
国
加
佐
郡
の
大
川
神
社
、
大
和
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国
吉
野
郡
十
津
川
の
玉
置
神
社
、
但
馬
国
養
父
郡
市
場
の
養
父
神
社
、
美
濃
国
不
破
郡
の
南
宮
神
社
、
遠
江
国

周
智
郡
の
山
住
神
社
、
備
中
国
今
津
の
奥
に
在
り
と
い
う
木
ノ
山
権
現
等
で
あ
る
が
、
現
在
の
主
祭
神
が
何
神

に
い
ま
そ
う
と
も
、
狼
を
使
者
と
す
る
限
り
、
元
は
※
神
が
祭
ら
れ
て
あ
っ
た
の
で
、
畢

竟







狼
は
※
神
が
時

代
の
影
響
を
受
け
、
田
畠
を
荒
す
猪
鹿
な
ど
の
害
獣
を
駆
除
す
る
性
能
を
失
う
こ
と
な
く
形
態
を
変
え
て
、
後

に
祭
神
と
し
て
奉
斎
さ
れ
た
大
神
の
眷
属
と
な
っ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
大
群
権
現
即
ち
※

神
で
あ
ろ
う
と
推
断
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
以
上
が
マ
ル
及
び
ム
レ
に
関
す
る
私
見
で
あ
る
。
余
談
と
し
て
二
、
三
の
地
名
に
就
て
述
べ
て
見
た
い
。

　
桂
川
及
び
其
支
流
の
沿
岸
か
ら
は
、
石
器
時
代
の
多
く
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
此
等
の
中
に
は
ア
イ

ヌ
の
も
の
も
あ
ろ
う
し
、
ア
イ
ヌ
語
ら
し
い
地
名
も
あ
る
が
、
甚
だ
し
く
訛
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
自
分

で
満
足
す
る
丈



の
解
釈
す
ら
下
し
難
い
。
桂
川
と
笹
子
川
と
の
合
流
点
へ
長
く
突
出
し
た
上
下
花
咲
村
な
ど
は
、

山
の
鼻
先
に
在
る
為
の
名
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
分
明
で
あ
る
が
、
斯
様





な
例
は
割
合
に
少
な
い
。

　
富
岡
　
秋
山
川
沿
岸
の
一
部
落
で
あ
る
、
初
は
ア
イ
ヌ
語
の
ト
ム
ワ
ツ
カ
（
輝
け
る
水
）
か
と
思
っ
た
が
、

こ
れ
は
ト
ム
（
水
）
ブ
カ
ウ
（
丘
）
又
は
ウ
カ
ー
（
海
に
対
す
る
岸
）
即
ち
台
地
に
沿
え
る
川
の
意
で
、
南
洋

系
の
語
で
あ
る
。
若
し
川
沿
い
の
台
地
の
意
と
す
れ
ば
、
単
語
は
南
洋
系
で
文
法
は
国
語
、
従
っ
て
稍



時
代

は
降
る
こ
と
に
な
る
。

　
寸
沢
嵐
　
若
柳
と
共
に
ア
イ
ヌ
語
ら
し
く
思
わ
れ
る
が
、
適
当
な
る
解
釈
が
下
せ
な
い
。
ス
サ
ラ
シ
と
読
ま

な
い
で
ス
ア
ラ
シ
で
あ
る
の
は
、
ア
ラ
シ
に
重
き
を
置
い
た
為
で
あ
ろ
う
か
、
若
し
然
り
と
す
れ
ば
ア
ラ
チ
エ
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ー
即
ち
※
神
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
ス
を
尊
称
シ
の
転
と
す
れ
ば
※
神
様
と
な
り
、
ス
を
最
善
の
意
と
す
れ
ば

※
神
大
明
神
と
な
る
べ
く
、
ス
を
岸
の
意
と
す
れ
ば
※
神
を
祭
れ
る
河
岸
と
な
っ
て
、
桂
川
か
道
志
川
の
沿
岸

に
※
神
の
祠
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
ス
サ
ア
ラ
シ
の
ス
サ
は
素
蓋
嗚
尊










の
ス
サ
と
同
じ
く
、
荒
ぶ
る
い
か
し

き
神
と
し
て
竜
神
を
崇
め
た
尊
称
と
な
る
が
、
こ
れ
は
時
代
が
稍
々
下
っ
て
か
ら
の
称
呼
で
あ
る
。
石
老






山
も

元
は
石
勢
籠









山
で
あ
っ
た
の
が
セ
キ
セ
イ
ロ
ウ
と
音
読
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
セ
イ
が
省
か
れ
、
セ
キ
ロ
ウ
と

な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
如
何
に
も
※
神
を
祀
る
に
適
し
た
岩
の
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。

　
瀬
　
こ
れ
は
イ
ハ
（
岩
）
か
ら
イ
サ
、
イ
セ
、
セ
と
変
化
し
た
ポ
リ
ネ
シ
ヤ
語
で
、
水
中
に
在
り
て
或
は
僅

に
頭
を
あ
ら
わ
し
、
周
囲
に
大
波
小
波
を
起
す
岩
石
を
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
。
私
見
に
依
れ
ば
河
に
在
り
て

は
左
様





な
場
所
は
、
徒
渉






地
点
と
し
て
選
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
瀬
を
伴
っ
て
い
る
地
名
は
其
処
が
徒
渉

地
点
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
後
に
は
舟
渡
し
の
場
所
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
与
瀬
、

勝
瀬
、
塩
瀬
、
強
瀬
、
鶴
瀬
な
ど
、
此
附
近
で
は
ど
う
や
ら
旨
く
当
て
は
ま
る
よ
う
で
あ
る
。

　
久
和
　
山
間
又
は
山
中
の
稍
々
平
な
斜
面
に
与
え
ら
れ
た
名
で
あ
る
が
、
語
原
を
詳
に
せ
ぬ
、
或
は
チ
ア
ム

語
の
ク
ハ
イ
（
盆
地
、
高
原
）
か
ら
来
た
も
の
か
と
も
思
う
。
大
久
和
、
音
久
和
、
桑
西
、
桑
窪
な
ど
が
あ
り
、

浅
間
の
六
里
ヶ
原
に
は
応
桑
村
が
あ
る
。

　
鳥
沢
　
鳥
は
韓
語
の
ト
ル
（
石
）
で
あ
ろ
う
。

　
津
成
　
ツ
ナ
シ
と
読
ま
せ
て
い
る
が
ツ
ナ
ル
が
原
音
で
あ
る
ら
し
い
、
ナ
ル
は
韓
語
で
渡
し
場
を
い
う
。
恐

ら
く
初
は
成
の
一
字
の
み
で
あ
っ
た
の
が
二
字
に
す
る
為
に
、
同
じ
意
味
の
津
の
字
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
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う
か
。

　
遍
盃





　
パ
ホ
イ
又
は
パ
ウ
ー
イ
（
共
に
岩
の
義
）
の
転
訛
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ハ
イ
は
今
も
岩
礁
の
名

と
し
て
西
国
に
は
殊
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。
日
原
や
秩
父
の
赤
沢
に
在
る
ト
ボ
ー
岩
と
い
う
の
も
之
と
関
係

の
あ
る
語
で
あ
ろ
う
。

　
盆
堀
　
ハ
ン
（
人
）
ポ
ル
（
里
）
か
ら
ホ
ン
ポ
リ
、
ボ
ン
ボ
リ
と
転
訛
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
南
秋
川
上
流

の
ヘ
ン
ボ
リ
（
人
里
）
は
最
も
よ
く
古
意
を
保
存
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
徳
川
時
代
の
初
期
頃
ま
で
新
開

の
村
を
ニ
ヒ
ボ
リ
又
は
ニ
ツ
ポ
リ
と
称
し
た
の
は
其
名
残
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
ニ
ヒ
バ
リ
（
新
墾
）
の
転
と
も

い
え
る
。
唯
意
味
が
少
し
違
っ
て
い
る
。
前
者
は
新
開
の
村
で
後
者
は
新
開
の
土
地
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
盆
堀
川
上
流
の
千
ヶ
沢
は
即
ち
セ
ン
（
瀑
）
ヶ
沢
で
、
セ
ン
と
は
元
来
廊
下
状
の
岩
崖
に
与
え
ら
れ
た
韓
語

で
あ
る
が
、
左
様
な
処
に
は
瀑
が
あ
る
の
で
、
転
じ
て
瀑
を
セ
ン
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
、

こ
れ
は
我
国
に
渡
来
し
て
か
ら
の
事
で
あ
ろ
う
。

　
秋
川
　
古
い
韓
語
で
は
子
供
の
こ
と
を
ア
キ
と
云
う
た
、
今
は
ア
フ
ィ
又
は
ア
ヒ
で
、
満
蒙
で
は
ア
コ
で
あ

る
。
我
国
で
も
上
代
に
子
供
を
ア
キ
と
呼
ん
だ
例
は
、
応
神
天
皇
が
大
鷦
鷯
尊
に
日
向
の
髪
長
媛
を
賜
う
時
に

伊

弉

阿

芸

、
怒

珥

比

蘆

菟

弥

珥

、
比
蘆
菟
弥
珥
、
云
々
。
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と
歌
い
給
う
た
御
歌
が
『
古
事
記
』
に
は

伊

耶

古

杼

母

、
怒

眦

流

都

美

邇

、
比
流
都
美
邇
、
云
々
。

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ア
キ
は
コ
ド
モ
と
同
意
語
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
、
又
忍
熊
王
が
武
内
宿
禰
に
破

ら
れ
て
、
其
将
五
十
狭
茅
宿
禰
と
瀬
田
河
に
投
身
す
る
時
に
も

伊

弉

阿

芸

、
伊

佐

智

須

区

禰

、
多

摩

枳

波

屡

、
云
々
。

と
歌
っ
て
い
る
。
之
に
イ
ザ
吾
君
と
訳
を
加
え
た
の
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
主
君
が
臣
下
に
対
し
て
如
何
に
親
愛

の
情
を
あ
ら
わ
す
為
と
は
い
え
、
吾
君
と
い
う
こ
と
は
な
い
筈
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
吾

子

で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ア
コ
は
言
う
迄
も
な
く
我
国
で
も
普





く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
す
る
と
秋
川
は
子
供
の
川
即
ち
小
さ

34マル及ムレについて



い
川
の
意
で
あ
る
か
ら
、
本
流
の
多
摩
川
に
対
し
て
ア
キ
川
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
尤
も
秋
川
の
古
名
は
阿
伎

留
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ア
キ
に
川
の
古
い
韓
語
で
あ
る
ナ
リ
を
そ
え
た
も
の
で
、
ナ
リ
が
ナ
イ
（
朝
鮮
の
現
行

語
）
、
ニ
、
ヌ
、
ル
と
転
訛
し
て
ア
キ
ル
と
な
り
、
そ
れ
が
地
名
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
或
は
水
に
も

川
に
も
通
用
す
る
ム
ル
を
添
え
た
ア
キ
ム
ル
か
ら
ア
キ
ル
と
な
っ
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
多
摩
川
と
秋
川
と

が
合
流
す
る
所
に
古
く
は
小
川
郷
が
あ
り
、
今
も
小
川
村
に
昔
の
名
残
を
留
め
て
い
る
。
国
語
の
ヲ
に
は
小
の

義
が
あ
る
か
ら
、
ヲ
カ
ハ
は
即
ち
ア
キ
カ
ハ
で
あ
る
。
此
処
の
住
人
で
あ
っ
た
百
済
人
佐
魯
牛
養
等
三
人
は
、

前
に
掲
げ
た
伊
志
麻
呂
と
同
じ
天
平
宝
字
五
年
三
月
十
五
日
に
、
姓
を
小
川
造
と
賜
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意

に
値
し
よ
う
と
思
う
。
又
秋
山
川
も
古
名
秋
川
で
、
こ
れ
は
桂
川
の
ア
キ
川
で
あ
り
、
大
和
の
吉
野
郡
下
市
町

を
貫
流
し
て
吉
野
川
に
入
る
秋
川
は
、
吉
野
川
の
ア
キ
川
で
あ
る
。
（
昭
和
十
二
、
三
『
霧
の
旅
』
）
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